
別
記
様
式
第
三
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

様
式
第
四
（
第
七
条
関
係
）

事
件
送
致
申
立
書

起

業

者

住

所

氏
名
又
は
名
称

土
地
等
の
所
有
者

住

所

氏

名

関

係

人

住

所

氏

名

年

月

日
に
緊
急
裁
決
の
申
立
て
を
し
ま
し
た
事
件
に
つ
い
て
、
左
記
に
よ
り
、
公
共

用
地
の
取
得
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
立
て
を
し
ま
す
。

記

一

送
致
事
件
に
係
る
事
業
の
種
類

二

送
致
事
件
に
係
る
起
業
者
の
緊
急
裁
決
の
申
立
て
の
対
象
と
な
つ
た
土
地
の
所
在
、
地
番
及
び
地
目

等
三

事
件
の
送
致
を
申
し
立
て
る
理
由

年

月

日

起
業
者

住

所

氏
名
又
は
名
称

印

収
用
委
員
会

御
中

平成年月日 木曜日 (号外第号)官 報

（
公
共
用
地
の
取
得
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

公
共
用
地
の
取
得
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
建
設
省
令
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
中
「
次
の
各
号
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
あ
わ
せ
て
」
を
「
併
せ
て
」
に
改
め
、
同

条
第
二
号
中
「
第
七
条
」
を
「
第
八
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
第
三
十
八
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
三
十
八
条
の
二
第
五
項
」
に
、「
次
の
各
号
に
」
を
「
次

に
」
に
、「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
す
る
。

第
七
条
中
「
第
三
十
八
条
の
二
第
三
項
」
を
「
第
三
十
八
条
の
二
第
四
項
」
に
、「
次
の
各
号
に
」
を
「
次
に
」
に

改
め
、
同
条
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四

送
致
事
件
に
係
る
事
件
送
致
の
申
立
書

第
七
条
を
第
八
条
と
し
、
第
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
事
件
送
致
申
立
書
の
様
式
）

第
七
条

法
第
三
十
八
条
の
二
第
二
項
（
法
第
四
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
申
立

書
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
四
と
す
る
。

（
車
両
の
通
行
の
許
可
の
手
続
等
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

車
両
の
通
行
の
許
可
の
手
続
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
六
年
建
設
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
第
二
中「

不
服
申
立
て
」

を「
審
査
請
求
」

に
、

「
60日
」

を「３
か
月
」

に
改
め
、

「
又
は
異
議
申
立
て
」

、

「
又
は
決
定
」

及
び「

若
し
く
は
決
定
」

を
削
る
。

（
ダ
ム
使
用
権
登
録
令
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条

ダ
ム
使
用
権
登
録
令
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
建
設
省
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
六
号
中
「
異
議
申
立
書
類
」
を
「
審
査
請
求
書
類
」
に
改
め
る
。

（
都
市
計
画
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条

都
市
計
画
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
建
設
省
令
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
三
十
八
条
）」を
「
第
三
十
八
条
の
二
）」に
、「（
第
三
十
八
条
の
二
」
を「（
第
三
十
八
条
の
二
の
二
」

に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
の
二
を
第
三
十
八
条
の
二
の
二
と
し
、
第
三
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
映
像
等
の
送
受
信
に
よ
る
通
話
の
方
法
に
よ
る
口
頭
審
理
）

第
三
十
八
条
の
二

令
第
三
十
六
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
施
行
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第

三
百
九
十
一
号
）
第
八
条
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
つ
て
口
頭
審
理
の
期
日
に
お
け
る
審
理
を
行
う
場
合
に
は
、
審

理
関
係
人
（
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
二
十
八
条
に
規
定
す
る
審
理
関
係
人
を

い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
意
見
を
聴
い
て
、
当
該
審
理
に
必
要
な
装
置
が
設
置
さ
れ
た
場
所
で
あ

つ
て
審
査
庁
（
同
法
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
庁
を
い
う
。）が
相
当
と
認
め
る
場
所
を
、
審
理
関
係
人
ご

と
に
指
定
し
て
行
う
。

（
運
輸
審
議
会
一
般
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

運
輸
審
議
会
一
般
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
運
輸
省
令
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
号
中
「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査

請
求
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
不
服
申
立
書
」
を
「
審
査
請
求
書
」
に
改
め
る
。

（
土
地
区
画
整
理
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条

土
地
区
画
整
理
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
年
建
設
省
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
四
条
の
四
」
を
「
第
四
条
の
五
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
意
見
書
の
内
容
の
審
査
の
方
法
）

第
四
条
の
五

土
地
区
画
整
理
法
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
三
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政

不
服
審
査
法
施
行
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
三
百
九
十
一
号
）
第
八
条
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
つ
て
口
頭
意
見

陳
述
（
法
第
二
十
条
第
四
項
（
法
第
三
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
同
じ
。）又
は
第
五
十
一
条
の
八
第
四
項
（
法
第
五
十
一
条
の
十
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
三

十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
口
頭
意
見
陳
述
を
い
う
。）の
期
日
に
お
け
る
審
理
を
行
う
場
合
に
は
、
審
理
関
係
人

（
法
第
二
十
条
第
四
項
又
は
第
五
十
一
条
の
八
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
八
条
に
規

定
す
る
審
理
関
係
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
意
見
を
聴
い
て
、
当
該
審
理
に
必
要
な
装
置
が

設
置
さ
れ
た
場
所
で
あ
つ
て
都
道
府
県
知
事
が
相
当
と
認
め
る
場
所
を
、
審
理
関
係
人
ご
と
に
指
定
し
て
行
う
。

２

令
第
三
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
施
行
令
第
八
条
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
つ
て
口

頭
意
見
陳
述
（
法
第
五
十
五
条
第
五
項
（
同
条
第
十
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
同
じ
。）に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
第
三
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
口
頭
意
見
陳
述
を
い
う
。）

の
期
日
に
お
け
る
審
理
を
行
う
場
合
に
は
、
審
理
関
係
人
（
法
第
五
十
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不

服
審
査
法
第
二
十
八
条
に
規
定
す
る
審
理
関
係
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
意
見
を
聴
い
て
、

当
該
審
理
に
必
要
な
装
置
が
設
置
さ
れ
た
場
所
で
あ
つ
て
都
道
府
県
都
市
計
画
審
議
会
が
相
当
と
認
め
る
場
所

を
、
審
理
関
係
人
ご
と
に
指
定
し
て
行
う
。

３

令
第
三
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
施
行
令
第
八
条
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
つ
て
口

頭
意
見
陳
述
（
法
第
六
十
九
条
第
四
項
（
同
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
同
じ
。）に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
第
三
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
口
頭
意
見
陳
述
を
い
う
。）の

期
日
に
お
け
る
審
理
を
行
う
場
合
に
は
、
審
理
関
係
人
（
法
第
六
十
九
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服

審
査
法
第
二
十
八
条
に
規
定
す
る
審
理
関
係
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
意
見
を
聴
い
て
、
当

該
審
理
に
必
要
な
装
置
が
設
置
さ
れ
た
場
所
で
あ
つ
て
国
土
交
通
大
臣
が
相
当
と
認
め
る
場
所
を
、
審
理
関
係
人

ご
と
に
指
定
し
て
行
う
。

４

令
第
三
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
施
行
令
第
八
条
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
つ
て
口

頭
意
見
陳
述
（
法
第
七
十
一
条
の
三
第
九
項
（
同
条
第
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。）に
お
い
て
準
用
す
る
行
政
不
服
審
査
法
第
三
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
口
頭
意
見
陳
述
を
い

う
。）の
期
日
に
お
け
る
審
理
を
行
う
場
合
に
は
、
審
理
関
係
人
（
法
第
七
十
一
条
の
三
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す

る
行
政
不
服
審
査
法
第
二
十
八
条
に
規
定
す
る
審
理
関
係
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
意
見
を

聴
い
て
、
当
該
審
理
に
必
要
な
装
置
が
設
置
さ
れ
た
場
所
で
あ
つ
て
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
が
相
当

と
認
め
る
場
所
を
、
審
理
関
係
人
ご
と
に
指
定
し
て
行
う
。

第
十
九
条
中
「
土
地
区
画
整
理
法
施
行
令
（
第
二
十
四
条
に
お
い
て
「
令
」
と
い
う
。）」
を
「
令
」
に
改
め
る
。
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